
平成２０年度に取り組んだ事務事業の改革改善の状況について 

 

事務事業名 担当課 平成２０年度に取り組んだ改革改善の内容 

１ 秋川流域開発振興協議会

運営・参画事業 

企画政策課 多摩・島しょ広域連携活動助成事業を活用し、ＪＲ五日市線施

設整備促進による秋川流域市町村のまちづくりについての調

査・研究を行う「秋川流域市町村まちづくり検討委員会」を設置

し、検討を進めた。 

２ 事務報告書作成事務 企画政策課 作成方法を庁内印刷に変更し、印刷製本費を削減した。 

また、広く市民が閲覧できるよう、ホームページで公開した。 

３ ＩＳＯ推進事業 総務課 平成２０年９月２６日の認証期間の終了にあわせ、自己適合宣

言を行い、ＩＳＯ１４００１に基づくシステムを運用した。 

４ 行政資料等庁内印刷事務 総務課 印刷・製本作業の効率化を図るため、丁合機と製本機の機種

変更により新機種を導入した。 

５ 保存文書管理事務 総務課 職員の作業時間を削減するため、文書の廃棄処理を完全委託

化した。 

６ 施設利用予約状況案内 

システム運用事業 

情報システム課 体育施設の４施設の９設備において、ホームページによる仮予

約システムの運用を開始した。 

７ 職員安全衛生管理事業 職員課 学校給食・公立保育園に従事する職員に対し、腰痛検査を実

施し、職員の健康管理を充実した。 

８ 寄附採納事務 契約管財課 ふるさと納税を促進するため、ホームページに、寄附行為の手

続き等の記事を掲載した。 

９ 競争入札等審査委員会運

営事業 

契約管財課 公募型による指名競争入札を廃止し、条件付一般競争入札につ

いて、対象工事の範囲を１億５千万円から１千万円に拡大した。 

10 工事検査業務 契約管財課 国土交通省の定める成績評定に移行し、各工事内容に合致し

た評定により精度の高い評定を実施した。 

11 消防団活動支援事業 地域防災課 消防団員の確保が厳しい中、広報等で勧誘活動を実施した。 

12 コミュニティ教育推進事業 地域防災課 新たな参加者が減少している講習会の実施を中止した。 

13 花いっぱい運動推進事業 地域防災課 希望する町内会・自治会に直接補助金を交付し、花苗の選定

から植え付けまで自由に実施できるようにした。 

14 市内循環（るのバス）運行

事業 

地域防災課 平成２０年４月から運転免許証返納者に対し、るのバスの無料

パスを発行し、交通安全対策に協力した。 

15 生活バス路線維持費 

補助金交付事務 

地域防災課 上養沢線と瀬音の湯線を統合した。 

16 町内会・自治会連合会 

運営支援事業 

地域防災課 防災・安心地委員会の活動により防災マップを作成した。 

17 市営住宅維持管理運営

事業 

施設営繕課 市営住宅で安全・安心に生活できるよう、秋留野ハイツ、伊奈

ハイツ、木造住宅に火災警報器を設置した。また、高額所得者

の自主退去に取り組んだ。 

18 本庁舎及び別館設備 

維持管理事業 

総務課 総務部に市有建築物の営繕や建築工事を所管する部署として、

施設営繕課を設置した。 

 

資料 ３ 



事務事業名 担当課 平成２０年度に取り組んだ改革改善の内容 

19 人権擁護委員活動支援

事業 

市民課 「中学生からの人権作文コンテスト」の市内優秀作品を文集とし

とりまとめ、各学校で人権啓発教育に活用した。 

20 男女共同参画情報誌 

「ｆ・wave」発行事業 

市民課 情報誌の表紙に「男女共同参画」を表現し、記事の作成に市民

を参加させるなど、市民にとって身近な紙面になるよう努めた。 

21 収納管理事業 保険年金課 

徴税課 

類似事務の処理時間の効率性を図るため、国民健康保険税の

収納管理業務を徴税課管理係に移管した。 

22 廃棄物減量等推進員 

（環境推進員）活動事業 

環境課 ごみ会議に、レジ袋削減、環境美化、生ごみ堆肥化、ごみの資

源化の４部会を設置し、検討を進めた。 

23 横沢入地区自然環境 

保全事業 

環境課 東京都、市、ボランティア団体の協働で、管理計画策定委員会

を設置し、意見交換を行った。 

24 農業振興委託事業 農林課 農業振興会に対する委託金を削減した。 

25 消費生活相談事業 商工観光課 相談日を週１日から毎週月曜日と木曜日の週２日にした。 

26 あきる野夏まつり運営事業 商工観光課 あきる野夏祭りの運営を運営委員会の主導で行うため、段階的

な取組を始めた。 

27 あきる野映画祭実行委員

会運営支援事業 

商工観光課 あきる野映画祭の開催期間中の運営を実行委員会にすべて任

せ、職員人件費の削減を図った。 

28 観光トイレ維持管理事業 商工観光課 バーベキュー場に隣接しているトイレは、簡易な修繕等を含めて

清掃業務委託の中で対応した。 

29 あきる野市遺族会補助金

交付事業 

生活福祉課 戦没者追悼式は、市と遺族会の共催で実施し、補助金を削減

した。 

30 秋川ふれあいセンター 

管理運営事業 

生活福祉課 指定管理者制度を導入した。 

31 民生・児童委員協議会 

運営支援事業 

生活福祉課 民生・児童委員に加え、民生・児童委員協力員を委嘱し、問題

の早期発見と予防活動の取組で連携した。 

32 高齢者世帯生活支援事業 高齢者支援課 民間事業者への委託を実施した。 

33 権利擁護事業 高齢者支援課 秋川・五日市それぞれに相談窓口を設置した。 

34 地域包括支援センター 

管理運営事業 

高齢者支援課 五日市はつらつセンターを設置し、身近な相談機関としての周

知を図った。 

35 包括的・継続的ケアマネ

ジメント支援事業 

高齢者支援課 介護サービスに関する意見交換会を設置した。 

36 介護保険サービス提供事業 健康福祉部 介護保険制度を分かりやすく説明するため、パンフレットを作成

し、窓口で活用した。 

37 乳幼児医療助成事業 子育て支援課 市の単独事業として、所得制限を超えた場合も対象として実施

した。 

38 子ども家庭支援センター

地域組織化事業 

子育て支援課 子育て支援情報通信「るのキッズ通信」を年４回発行し、関係各

課、図書館、中央公民館、児童館などに配置し、積極的に情報

提供を行った。 

 

 



事務事業名 担当課 平成２０年度に取り組んだ改革改善の内容 

39 市内幼稚園運営支援 

研修費補助事業 

児童課 補助金を減額した。 

40 放課後の子ども預かり 

運営事業 

児童課 児童育成料（秋川地区：月 3,000 円、五日市地区：2,000 円）を

3,000 円に統一した。 

41 市民がん検診事業 健康課 申込期間を長くするとともに、電子申込みの導入を試みた。また、

子育て世代が受診しやすいよう、検診を受診する間、市民ボラン

ティアによりお子さんを預かる「ちょこっとサポート」を実施した。 

42 あきる野保健相談所維持

管理事業 

健康課 事務室を待合フロアーに、ピロティーを会議室に改修した。ま

た、保健所のレントゲン室を改修し、予防接種などの待合ロビ

ーとして使用した。 

43 親と子の健康教育事業 健康課 母親学級のネーミングを「ハッピーベビークラブ」と変更し、情報

交換や友達作りの場になるように「交流会」の時間を設けた。 

44 交通安全施設の道路 

照明設置事業 

建設課 管型高圧ナトリウムランプの採用等により、設備費と電力費の削

減が技術的に可能になるため、経済的で効率的かつ環境に優

しい新型の道路照明を設置した。 

45 学校給食費滞納金徴収

事業 

学校給食課 滞納者のうち、特に滞納額が多く悪質と思われる人について、

八王子裁判所に対し支払い督促申し立ての手続きを行った。 

46 青少年健全活動顕彰事業 生涯学習推進課 表彰候補者の審査、表彰式の会場設営、運営について、青少

年顕彰ふるさと委員会が自主的に取り組むようにした。 

47 児童・生徒の青少年健全

育成 

生涯学習推進課 市民の意見を踏まえ、ボールゲームフェスタと書初め大会を休

止した。 

48 青少年音楽の祭典開催

事業 

生涯学習推進課 出演者の謝礼を削減するとともに、プログラムを簡略化し、事務

量と用紙代を削減した。 

49 あきる野ルピア運営管理

事業 

生涯学習推進課 指定管理者制度を導入した。 

50 芸術文化振興啓発事業 生涯学習推進課 生涯学習推進課で行っていた芸術文化振興啓発事業を中止

し、コーディネート役になった。 

51 成人式開催事業 生涯学習推進課 対象者の減少に伴い、従前の２回式から１回式へと変更した。

また、記念品に関する検討を行い、記念品を廃止した。 

52 生涯学習支援者バンク事業 生涯学習推進課 生涯学習コーディネーター人材の養成を効率よく行うため、従

来期間の空いていた基礎講座と実践講座とを統合し、一時期

に実施した。 

53 放課後子どもプラン運営

委員会 

生涯学習推進課 事業拡大とこれに伴う支出増を抑えるため、児童館事業と提携

して事業を実施した。また、戸倉・小宮児童クラブを放課後子供

教室と位置付けることにより、特定財源の導入を行い一般財源

の支出を削減した。 

54 五日市ファインプラザ運

営管理事業 

体育課 指定管理者制度を導入した。 

55 子育て支援事業 図書館 プリント「絵本でゆったりマタニティ・タイム」を作成し、妊娠中か

ら家族で絵本に親しむことを進めた。また、０歳児向けの推薦

絵本リストは、ブックスタート事業として実施した。 



 

事務事業名 担当課 平成２０年度に取り組んだ改革改善の内容 

56 図書館市民協働事業 図書館 「書架整理ボランティア養成講座」を開催し、新たなボランティ

ア活動を進めた。 

57 秋川キララホール運営事業 秋川キララホール 主催事業として、未就学児以下も鑑賞できる事業を実施すると

ともに、団塊の世代を対象としたコンサートも実施した。また、チ

ケツトの発売時間や方法を変更し、主催事業のＰＲを近隣の施

設などに実施した。 

58 あきる野市議会だより発

行事業 

議会事務局 市民の方に、より手に取ってもらう工夫として、新しいコーナー

を設けた。また、写真のレイアウトにも工夫を行った。 

 


